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「母子・父子家庭児童生徒激励会」が、 3月12日、中央公民館で聞かれました。 これは 、この春に

小中学校に入学、卒業する児童 ・生徒を励まそうと、市や母子蒜婦福祉会が聞いたもので、約200人が

出席しました。当 日は、辞書や座ぶとん、ノートなどの記念品ヵ、贈られたり、永野市長などのi))'J.励カ、あ

ったほか茶話会では手品などのレクリエー ションもあ り、出席者は楽しいひとときを過ごしました。
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市民の動き

( 3月1日現。)

(+ 58) 

(+ 22) 

(十 36)

(ー 34

総:人口 lJ4，136人

男 55，518人

女 58，618人

世帯数 34，875i止帝

( )内は前月上じです

主な内容

3月定例市議会、 58年度予算決まる・.......................2~4 ページ

上田市自治会連合会の新役員決まる・・・ー..............・・ー・一...4ページ

交通渋滞 解 消 運 動 4月25日スタート・・・一.....一一.....一一-ー・ーー.5ページ
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58年度予算決まる

一般会計は175億円

3月定例市議会が、 3月 j

1日から 18日まで18日間の ;

今回 j

の市議会では、「昭和58年度 j

上田市一般会計予算案」、選 ;

挙運動用ポスター掲示場を :

設置する「上田市選挙ポス :

:ター掲示場条例の制定案」、:

各種委員会などの整理統合 ;

「附属機関に関する j

条例等の一部を改正する条;

など38議案が:

審議されました。 このうち:

37議案が可決、承認され、

1議案が否決されました。

えつ広報

3月定例
市 議会

会期で聞かれました。

を千子う

例の制定案」

戸事884rj-
第1884号~

市
の
行
政
機
怖
が
膨
大
化
し
て
い
る

状
況
の
な
か
で
、
現
住
数
多
く
の
委
員

会
、
'
群
議
会
な
ど
が
設
註
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
効
果
や
必
要
性
の
う
、
え
か

.:a:. 
息

室田

1W3，000万円
5，000万円
1，300万円

1，017万円

見

昭和59年 4月開校を目指す南小学校の完成予想図

当初予算

区 分 昭和 57年度 昭和58年度 前年対比

f-Ill r'I'.1 。o
骨量 iヱスL 言十 16，875，726 17，549，321 104，0 

土地取得事業 281，000 280，000 99.6 

塩田有線放送電話事業 40，684 42，167 103.6 

特 国民健康保険事業 3，537，494 3，448，635 97，5 

男IJ
交通災害共済事業 25，738 25，953 100.8 

( 

福祉事業センタ一事業iE: 、 125，176 120，497 96.3 

業 産 院 事 業 215，372 226，253 105.1 

ぷ3云』

老 人 保健事業 。2，914，743 皆増

同和地区住宅
410，004 423，482 103.3 

新築資金等貸付事業

公共下水道事業 1，215，426 1，395，397 114.8 

メ口L 計 5，860，557 8，877，127 151. 5 

昭和58年度

主

な

条

例

の
制

定

• 

改

正

マ
上
田
市
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
条
例

の
制
定

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
全
市
的
に
掲
示
場
の

傾
向
昨
が
で
き
る
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
選
挙
人
に
と
っ
て
は
、

一
目
で
各
候
補
者
の
人
物
、
経
歴
な
ど

を
知
る
こ

t
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
器
地

挙
の
公
正
化
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
が
街
に
は
ん
ら
ん

す
る
こ
と
の
解
消
に
よ
り
、
環
境
の
美

化
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に、

明
る
く
泊
潔
な
選
挙
の
笑
現
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
等
の
-
部

を
敬
、
止
す
る

※農業共済事業特別会計は、上小農業共済組合の発足に伴って

昭和58年度から廃止



カ
七
き
ま
し
た
c

こ
れ
に
よ
り
、
選
挙
人
に
と

っ
て
は
、

一
目
で
各
候
補
者
の
人
物
、
経
歴
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
選

映
る
く
消
潔
な
選
挙
内
実
現
に
役
な
て

て
い
き
た
い
と
い
う
も
の
で
す

マ
脇
町
属
機
関
に
関
す
る
条
例
等
の
-
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

884 

自動車取得税交付金 If意3，000万円
繰越 金 5，000万円
交通安全対策特別交付金 1，300万円

寄 附 金 1，017万円

あ
の
行
負
債
鳴
が
膨
大
化
し
て
い
る

状
況
の
な
か
で
、
間
叫
合
数
多
く
の
委
員

会・

審
議
会
な
ど
が
訟
遣
さ
れ
て
い

ま

す
が
、
そ
の
効
果
や
必
安
性
の
う
え
か

ら
白
安
い
れ
ム
ぶ
な
ど
の
い

m
m一
統
合
に
よ
り

行
政
組
織
の
簡
ぷ
化
と
効
率
的
な
運
営

を
図
る
た
め
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
行
政
の
効
果
的
な
執
行

を
図
り
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
並
び
に
旅

-R及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
及
び
職
員
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

定
額
に
よ
り
支
給
す
る
日
当
、
宿
泊

料
な
ど
に
つ
い
て
、
物
価
の
上
昇
、
園
、

県
、
他
市
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
実

情
に
合
わ
せ
た
改
定
を
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

マ
上
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
係
町
村
の
要
望
に
よ
り
、
し
尿
く

み
取
り
料
金
に
つ
い
て
上
小
衛
生
施
設

組
合
条
例
で
定
め
、
改
正
に
つ
い
て
は
、

統
一
を
図
り
た
い
と
し
て
行
う
も
の
で

す
。

マ
上
田
市
温
回
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の

位
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

類
似
施
設
と
の
均
衡
な
ど
を
配
慮
し

な
が
ら
、
塩
田
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
運

営
審
議
会
の
答
申
を
い
た
だ
き
分
べ
ん

介
助
料
を
改
定
し
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。
利
用
者
の
皆
織
に
は
負
担
増
と
な

り
ま
す
が
、
御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

者¥884号~
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市 税

85m: 9，758万円

49.0% 

室
匡ヨ

見

意

マ
長
野
営
林
局
存
続
に
関
す
る
意
見
書

わ
が
国
の
国
有
林
野
事
業
は
、
木
材

の
計
画
的
持
続
的
供
給
な
ど
の
経
済
的

機
能
を
は
じ
め
、
国
土
及
び
自
然
環
境

の
保
全
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

特
に
、
長
野
県
は
総
面
積
の
八
割
が

森
林
で
あ
り
、
そ
の
林
業
技
術
は
全
国

的
に
も
高
い
水
準
を
も
ち
、
木
材
生
産

に
お
い
て
も
北
海
道
、
岩
手
県
と
と
も

に
伝
統
的
な
生
産
量
を
誇

っ
て
き
ま
し

た
。
し
た
が

っ
て
、
長
野
営
林
局
の
収

入
実
績
も
全
国
の
営
林
局
中
上
位
を
占

め
、
そ
の
優
秀
性
は
県
内
を
は
じ
め
、

日
本
林
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

と
も
に
、
長
野
県
発
展
の
一
翼
を
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
る
に
、
昨
年
行
政
改
革
の
一
環

と
し
て
「
長
野
営
林
局
の
統
廃
合
」
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
実
行
さ

れ
た
場
合
は
、
長
野
県
に
お
け
る
林
業

施
策
の
混
乱
と
危
機
に
つ
な
が
り
、
さ

ら
に
は
国
土
、
自
然
環
境
の
保
全
、
県

民
生
活
と
地
域
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぽ

す
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

よ

っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
地
域

に
密
着
し
た
林
野
事
業
遂
行
の
た
め
、

長
野
営
林
局
が
従
来
ど
お
り
存
続
さ
れ

る
よ
う
強
ぐ
要
請
し
ま
す
。

一般会計
歳入

175億4，932万円

%は構成比

昭和58年度一般会計当初予算内訳

(繰入 金 3億円
使用料及び手数料 2億3，599万円

地方議与税 2億2，000万円

財産収入 1億5，818万円

だ

分担金及び負担金

8億4，589万円

4.8% 

えつー (3)一 一一昭和58年 4月 1日 広 報

災害復旧費

予備費

一般会計

歳出
げ5億4，932万円

%は構成比

費 5f意8，622万円

費 2億7，264万円

費 2億3，324万円

防

働

会

消

労

議
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61，852千円

43，445千円

36，300千円

33，000千円

117，200千円

1，300千円

197，136千円

65，182千円

3，200千円

89，709千円

145，245千円

342，446千円

135，599千円

206，519千円

45，177千円

105，297千円

125，583千円

28，307千円

70，000千円

30，000千円

43，690千円

4，200千円

107，122千円

137，760千円

300，000千円

57，000千円

1，200，000千円

50，000千円

20，700千円

24，870千円

571，200千円

354，897千円

108，621千円

12，000千円

11，000千円

446，096千円

608，440千円

50，385千円

527，000千円

29，000千円

10，000千円

28，769千円

1，680，299千円

*総務費

1包nノ fンチ等委託料・レ ンタル料

自治会事務委託料

共同集会施設設置事業補助金

県営水道料金差額補助金

本民生費

上田市身体障害者福祉センター建設費

聴力障害者用手書電話設置費

精薄者収容保護措置伐

心身障害者医療費給付金

寝たきり老人家庭介護者慰労金

国民健康保険事業特別会計総出金

老人保健事業特別会計繰出金

児童措置費

室21保育園移転新築事業費

*衛生費

上小衛生施設組合分担金

老人保健事業費

上田市真田町じん介焼却場組合分担金

じん介・危険物収集委託料

*労働費

勤労者退職金共済掛金補助金

勤労者住宅建設資金融資預託金

勤労者福祉厚生資金融資預託金

*農林水産業費

特定地域農業振興総合対策補助金

モデル集落設置事業補助金

同和地区農業振興費

農村総合筆備モデル事業工事費

小牧橋架橋・取付道路工事費

市単土地改良事業補助金

*商工費

中小企業融資預託金

中小企業融資信用保証料

上回公園整備工事費

上田築城400年祭記念事業費

*土木費

道路新設改良事業費

公共下水道事業特別会計繰出金

既設公営住宅建替事業費

*消防費

第13分団車庫・詰所改築工事費

第20分団車庫・詰所新築工事費

上小広域消防特別会計負担金

*教育費

南小学校新築工事費

中学校通学費補助金

中央公民館・文化会館建設事業費

第四中学校体育館床張替工事費‘

豊殿小学校校庭夜間照明工事費

*災害復旧費

過年度災害復旧事業費

*公債費

起債元利償還金

日
年
度

最
終
補
正
予
算

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
五
百
十
万

三
千
円
の
減
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
昭

和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
の
総
額
は
、

二
百
一
億
四
千
三
百
五
十
五
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
前
年
同
期
に
比
較
し
て
、

六
億
四
百
五
十
九
万
七
千
円
、
二
・
九

%
の
減
に
な
り
ま
し
た
が
、
計
画
さ
れ

た
本
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ
所
期

内
回
目
的
を
岳
山
島
成
寸
?
'
0
・
ヤ
レ
し
が
で
き
ま
し

，陣 884号

歳
出
の
補
正
の
主
な
内
容
は
、
総
務

費
で
は
、
上
田
市
農
協
跡
地
の
用
地
取

得
費
一
億
六
千
四
百
五
十
万
円
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
土
地
取
得
特
別
会
計

の
立
て
替
え
分
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
公
営
ポ

ス
タ
ー
掲
示
板
の
購
入
費
七
百
五
十
万

円
が
あ
り
ま
す
。

民
生
費
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
に
対
す
る
財
政
調
整
の
た
め

の
繰
出
金
六
千
九
百
九
十
四
万
四
千
円
、

富
士
見
台
に
建
設
さ
れ
た
私
立
上
回
北

幼
税
閣
に
対
す
る
怨
設
費
補
助
金
一
千

万
円
、
大
勢
の
皆
様
方
か
ら
の
御
寄
付

を
ま

t
め
て
社
会
福
祉
基
金
と
す
る
た

品
目

m
w
組
欄
m
A，u
m
d
A
e
必

4-ず
白

u
d
-
-ず
』
ず

n
M
m
H
H
ふ
げ
A
V
V
Y、
い
仰

M
&
A
W

み
ん
な
で
快
適
な
道
路
環
境
を

り
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
上
小
農
業
共

済
組
合
の
発
足
に
伴
っ
て
上
田
市
農
業

共
済
事
業
特
別
会
計
が
、
昭
和
五
十
七

年
度
を
も
っ
て
廃
止
き
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
同
特
別
会
計
の
精
算
金
五

千
七
百
十
七
万
円
を
一
般
会
計
で
受
け

入
れ
、
法
定
積
立
金
な
ど
共
済
事
業
の

推
進
に
必
要
と
さ
れ
る
四
千
二
百
八
十

四
万
七
千
円
は
新
組
合
に
交
付
し
、
残

り
一
千
四
百
三
十
二
万
四
千
円
は
、
農

業
振
興
目
的
の
財
政
調
整
基
金
と
し
て

松
み
立
て
ま
す
。

教
育
費
で
は
、
私
立
上
回
城
南
高
等

学
校
施
設
整
備
補
助
金
九
百
万
円
が
あ

nー
ま
ふ
み
1
。

(時文税調各)

上岡市自治会連合会の

新役員決まる
僑詰一男 参 善 助

評議員 坂田堅二
(神川地区述合会長)

" 出村治雄
(~殿地区連合会長)

" 小林 勝
(中塩団地区連合会長)

" 関 文雄
(東塩田地区連合会長)

" 関 正通
(西塩団地区連合会長)

" 関 弘幸
(浦野地区連合会長)

" 志摩甲子夫
(小泉地区連合会長)

" 上原祐三
(室$:(地区連合会長)

監事 小林三夫
(中常国自治会長)

" 大沢
(仁古田向 iff会長)

進

水出与参与

会長 久保増雄
( ~II所地区述合会長)

副会長 関 延雄
(東部地区連合会長)

11 中 沢昭 五
l川辺・泉田地区連合会長)

11 高橋 正
(神科地区述合会長)

1/ 峯村 正幸
(富士山地区連合会長)

評議員 水 出善助
(南部地区連合会長)

11 神尾精一
(中央地区連合会長)

1/ 橋詰 一男
(北部地区連合会長)

1/ 田中 直一
i西部地区述合会長)

j 岩 崎三吉
l城下地区述合会長)

! 中島大六
(塩尻地区i単合会長)

市
内
主
要
幹
線
道
路
四
十
か
所
に
「
マ

イ
カ
ー
の
一
人
乗
り
は
や
め
よ
う
」
な

ど
の
立
て
看
板
を
設
置
し
た
り
、
ポ

ス

事
業
所
の
事
業
主
及
び
労
働
組
合
の
皆

さ
ん
に
運
動
の
主
旨
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
所
ぐ
る
み
の



み
ん
な
で
快
適
な
道
路
環
境
を

変
通
渋
滞
解
消
運
動

4
月
白
日
ス
タ
ー
ト

の
二
百
四
十
二
事
業
所
及
び
三
十
七
宮

庁
関
係
の
計
二
百
七
十
九
を
対
象
に
、

各
事
業
所
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
御

協
力
い
た
だ
け
る
の
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
し
ま
し
た
。
回
答
事
業
所
数
は
百

六
十
一
事
業
所
で
、
回
答
率
は
五
七
・

七
%
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
ま
ず
「
交

通
渋
滞
解
消
策
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

ま
す
か
」
の
聞
い
に
対
し
て
、
「
で
き
る
」

と
回
答
し
た
事
業
所
は
百
三
十
一
事
業

所
(
八
一

・
四
%
)
で
し
た
。
(
別
図

1
)

884 

た
が
鋲
な
ど
に
う
い
て
は
、
は
ぽ
所
期

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

ph 

何¥884 {}_ 

上
田
市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
で
は
、

「あ
な
た
の
協
力
ゆ
と
り
の
通
勤

マ
イ
ナ
ス
千
台
運
動
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン

と
し
た
交
通
渋
滞
解
消
運
動
を
、
こ
の

四
月
二
十
五
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
朝
の
通

勤
時
に
集
中
す
る
マ
イ
カ
ー
一
万
台
の

一
割
、
千
台
を
減
ら
す
こ
と
に
よ

っ
て

イ
ラ
イ
ラ
の
な
い
ゆ
と
り
あ
る
通
勤
を

実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

先
日
、
上
田
市
交
通
渋
滞
対
策
会
議

で
は
、
市
内
の
従
業
員
数
三
十
人
以
上

だえつー (5)一一一 昭和田年 4月 1日 広 報

ーニニニ詞|
ヲ

世r事業所、労働組合の協力で時km勤

ノーカーデ

* 1011にl

万
円
.
大
勢
の
皆
様
方
か
ら
の
御
寄
付

を
ま
と
め
て
社
会
福
祉
基
金
と
す
る
た

め
の
積
立
金
二
百
二
十
万
円
な
ど
が
あ

*気分をかえてパス、電車で通勤をしよう

lJ:中:fill|ゆとりの通"7{T̂ l，OOO台自助11
nrnm齢制約縫い:ι均 I

558年4月258実施

教
育
費
で
は、

私
立
上
回
城
南
高
等

学
校
施
設
整
備
補
助
金
九
百
万
円
が
あ

り
ま
す
。

次
に
「ど
の
方
法
で
実
施
さ
れ
ま
す
か
」

の
問
い
に
対
し
て
、
「
四
つ
の
方
策
を
併

用
」
が
三
十
八
事
業
所
(
二
九
・
O
%
)
と

も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
す
で
に
時

差
出
勤
な
ど
協
力
し
て
い
る
」
が
三
十

一
事
業
所
(
二
三
・
七
%
)
、
「
時
差
出
勤
」

が
二
十
二
事
業
所
ご
六
・
八
%
)
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
(別
図

2
)

皆
さ
ん
の

積
極
的
な
御
協
力
を

上
田
市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
で
は

事業所や自治会に配られたポスター

会 長

(~II 所1也[

副会長
(東部地E

υ11辺・東田j

(神科地E

(富士山I也

評議員
(南部地E

(中央地E

(北部地E

(西部地E

(峻下地P

(泡尻地b

上

参 与

市
内
主
要
幹
線
道
路
四
十
か
所
に
「
マ

イ
カ
ー
の
一
人
乗
り
は
や
め
よ
、7
L
な

ど
の
立
て
看
板
を
設
置
し
た
り
、
ポ
ス

タ
ー
三
千
枚
を
各
事
業
所
や
自
治
会
に

配
布
、
ス
テ
y

カ
l
二
万
九
千
枚
を

マ

イ
カ
ー
通
勤
者
な
ど
に
配
布
、
横
断
幕

も
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
運
動
を
定
着
さ
せ
る

に
は
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
の
皆
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
が
勤
め
る

事
業
所
の
事
業
主
及
び
労
働
組
合
の
皆

さ
ん
に
運
動
の
主
旨
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
所
ぐ
る
み
の

積
極
的
な
御
協
力
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

事
業
所
や
家
庭
の
事
情
、
地
理
的
条
件

な
ど
さ
ま
さ
ま
な
事
情
が
お
あ
り
か
と

思
い
ま
す
が
、
み
ん
な
の
約
束
ご
と
と

し
て
「
あ
な
た
の
協
力
ゆ
と
り
の
通

勤

マ

イ

ナ

ス

千
台
運
動
」
を
力
を
合

わ
せ
て
育
て
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
快

適
な
道
路
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

就業時聞が渋滞時間をはずれて

いる。すでに時差出勤をしてい

るなど、すでに協力している 。

マイカ一通勤者などに配られたステッカー

占
M

て

す

1
」
牟
品

力

け

協

だ
に

た

策

い

山
円解滞

h
F
渋

E
姐

b
v
 

....鴎
どの方法で実施されますか

ノーカーデ一、相乗り
検討中

公共交通機関へ
乗り換え

ハイク・自転車

へ乗り換え
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神
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みすず台南 峯村良加 寿 35-0704 239 泉 志摩甲子夫 27-5545 上回3-1962 420 
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西
下室賀 関 酉 男 31-2724 川西3277 214 
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上青木 尾崎寿一 36-2876 2 -2008 120 上 室賀 清 水勅 嘉 31-3638 川西3526 210 
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小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め

え

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

つ広報

を
投
与

f呆
有 宮 健

線 ⑫ 予
② 4防
o 1課
7 0 f呆
2 0健
1内 f系

線
2 
8 
9 

急
性
灰
白
髄
炎

(小
児
マ
ヒ
)
予
防

の
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ

ン
投
与
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
皆

さ
ん
は
お
受
け
く
だ
さ
い
。

政
当
者

①
昭
和
五
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
同
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
供
さ
ん

②
今
ま
で
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
子
供

さ
ん
戸
た
だ
し
、

凶
歳
未
満
に
限
り

，，寸
‘，J

戸第 884号

「太郎山を語る会」ガ、3月17日に市役所
で、昨年中に太郎山ヘ登つ疋回数の多い市
民の皆さん約10人に出席していだ定き、聞
かれましだ。 昭和57年の最多登山奮は、320
回の長田三郎さん(64歳川辺町=左から2
人目〉で、長田さんは3年連続で太郎山への
最多登山者となりましだ。

投
与
方
法
・
・
・
六
週
間
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
、

0
・
0
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ず
つ

二
回
経
口
投
与
し
ま
す
。

受
付
時
間
・
:
各
会
場
と
も
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
二
時
三
十
分

持
ち
物
:
・
問
診
票

(
記
入
し
て
く
だ
さ

い
)、
母
子
健
康
手
帳

そ
の
他

①
問
診
票
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
銭

日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん
に
つ
日

い
て
は
、
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
に
綴
り
込
程

ん
で
あ
り
ま
す
の
で
、
切
り
離
し
て
附

お

持

ち

く

だ

さ

い

。

予

②
問
診
察
の
な
い
場
合
は
、
接
種
当
日
政

会
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
配

御
使
用
く
だ
さ
い
。

灰

③
こ
の
予
防
接
種
と
、
三
種
混
合
・
麻
討

し
ん
予
防
接
種
の
時
期
が
同
じ
な
の
り

で
、
接
憾
に
あ
た
っ
て
は
間
隔
に
御
春

注
意
く
だ
き
い
。

駅体
守

Q
U
 資

源
活
用
広
場
へ

御
参
加
を

生
有宮活

線⑫環
② 4境
o 1課
7 0生
6 0 5舌
1内係:

線
3 
0 

毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
の
「
資

源
活
用
広
場
」
を
、
今
年
は
五
月
八
日

間
に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
広
場
で
は
、
皆
さ
ん
に
登
録
し

て
い
た
だ
い
た
不
用
品
で
紹
介
で
き
な

か
っ
た
品
物
や
、
庖
舗
・
事
業
所
の
処

分
口
聞
な
ど
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

資
源
活
用
広
場
(不
用
品
コ
ー
ナ
ー
-

処
分
口
問
コ
ー
ナ
ー
)

へ
参
加
し
、
販
売

を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん

(事
業
所
・
団

区主暴ぷ〉、
Z玄

《上
回
こ
ど
も
ま
つ
り
》

ス
ポ
ー
ツ、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

申
込
期
間
・:
四
月
一
日
働
か
ら
四
月
二

十
日
制
ま
で
に
、
願
書
を
市
役
所
社

ま
で
御
提
出
く
だ
さ

い
。
願
書

3
内
野
、
4
外
野
)

申
込
先
:
一T
3
8
6

上
田
市
大
手
一

一
一
|
一
六
上
田
市
役
所
社
会

体
・
個
人
な
ど
)
は
、
四
月
十
四
日
附

ま
で
に
電
話
な
ど
で
、
生
活
環
境
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

税
金
は
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

収
税
課
収
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
4
3
・2
4
4

有
線
②

0
6
9
1

昭
和
五
十
七
年
度
も
三
月
で
一
応
終

わ
り
ま
し
た
が
、
四
月
と
五
月
は
、
筆

理
月
と
な

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
七

年
度
分
の
市
税
な
ど
で
未
納
分
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
期
間
内
に
必
ず

納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

税
金
が
滞
納
に
な
り
ま
す
と
、
延
滞

官官A 
Zス町辺

マ
死
胎
:
・
千
円
が
千
二
百
円
に

マ
胞
衣
:
・
五
百
円
が
六
百
円
に

霊
き
ゅ
う
車
使
用
料

マ
車
庫
か
ら
十
キ
ロ

μ
以
内
は
一
回
に

金
が
加
算
さ
れ
た
り
、
財
産
な
ど
が
差

し
押
え
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
お

E
い

に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
納
税
に
関
す
る
御
相
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
収
税
課
(
本
庁
舎
一
階
、

窓
口
十
九
番
)
へ
お
で
か
け
い
た
だ
く

か
、
電
話
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

信
州
青
年
希
望
の
船

パ
ネ
ル
展
を
開
催

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

l回目と 2回目の接種間隔は、必ず 6週間以上
あけてくだ さい。

信
州
青
年
希
望
の
船
・
上
田
市
乗
船

者
で
組
織
す
る
「
航
跡
の
会
」
で
は
、

次
に
よ
り
「
希
望
の
船
パ
ネ
ル
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

こ
の

パ
ネ
ル
展
は
、
希
望
の
船
で
の

生
活
や
研
修
内
容
を
多
く
の
方
々
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
説
明
や
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
な

ど
も
お
受
け
す
る
予
定
で
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
御
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と

き

・:
四
月
十
五
日
幽
か
ら
十
九
日

ω、
午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時
三
十

分
と
こ
ろ
j
西
武
ギ

ャ
ラ
リ
ー

(
西
武
デ

パ
ー
ト
一
一
一
階
)

お
問
い
合
わ
せ
:
・
浅
野
之
宏
さ
ん
(
⑫



高I回目と 2
あけてくた

と
こ
ろ
・
:
西
武
キ
守
ラ
リ
|
(
西
武
テ

パ
ー
ト
三
階
)

お
問
い
合
わ
せ
;
・
浅
野
之
宏
き
ん

(
⑫

4
6
1
1
)
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《上
回
こ
ど
も
ま
つ
り
V

川
上
少
年
野
球
教
室

参
加
者
を
募
集

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

「上
回
こ
ど
も
ま
つ
り
」
は
、
今
年

も
五
月
五
目
、
上
回
公
園
を
中
心
に
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
ま
つ
り
で

は
、
昨
年
に
続
き
、
元
巨
人
軍
監
督
・

川
上
哲
治
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
少
年

野
球
教
室
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、
ユ
ニ
セ
フ
、
国
際
ス
コ

l

レ
協
会
、
日
本
福
祉
協
会
の
御
協
力
を

い
た
だ
き
開
催
す
る
も
の
で
す
。
参
加

を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
次
の
要
領

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と

き

・
:
五
月
五
日
附
午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で

と
こ
ろ
・
:
市
営
野
球
場

(
雨
天
の
場
合

は
市
民
体
育
館
)

対
象
者
・
:
小
学
校
五
・
六
年
生
の
男
子

募
集
人
員
・
:
百
人

(
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
し
ま
す
)

参
加
料
・
:
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
と
し
て
百

円
申
込
方
法
:
・
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
希
望

す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
二
つ
記
入
(
ポ

ジ
シ
ョ
ン
別
、
-
投
手
、

2
捕
手
、

だえつー (9)一一一昭和58年 4月 1日 広 報

3
内
野
、

4
外
野
)

申
込
先
・
・
・=
1
3
8

6

上
田
市
大
手
一

ー
一
一
|
一
六
上
田
市
役
所
社
会

部
仁
川
少
年
対
策
室
内
上
回
こ
ど
も

ま
ウ
リ
笑
行
委
封
会

申
込
期
限
:
・
四
月
二
十
日
附
ま
で

そ
の
他
・
:
当
日
の
服
装
、
持
ち
物
な
ど

は
、
決
定
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

長
野
県
老
人
大
学

上
小
学
部
の

学
生
を
募
集

社
会
謀
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

健
康
で
学
習
意
欲
お
う
盛
な
高
齢
者

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
今
年
も
長
野
県

老
人
大
学
上
小
学
部
で
は
、
次
の
と
お

り
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

入
学
資
格
・:
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の

人
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
学
習
意

欲
が
あ
り
、
地
域
の
福
祉
活
動
に
積

極
的
な
人

定
員
・
:
百
十
名
(
う
ち
、
上
田
市
で

の
募
集
定
員
は
四
十
八
名
で
す
)

教
室
・
:
上
回
合
同
庁
舎

学
習
期
間
:・五
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で

の
二
十
日
間

学
習
時
間
・・
・
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
、
一
日
約
四
時
間

学
習
内
容
・
:一

般
教
養
、
創
作
実
技
、

ス
ホ

l
ツ
、
レ
ク
リ
エ
|
ン
ョ
ン

申
込
期
間
・
・
・
四
月
一
日
幽
か
ら
四
月
二

十
日
同
ま
で
に
、
願
書
を
市
役
所
社

会
細
部
ま
て
御
提
出
く
だ
さ
い
。
願
占

は
、
社
会
課
の
ほ
か
市
役
所
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。

※
な
お
、
上
田
市
高
齢
者
学
閣
の
学
生

募
集
要
項
に
つ
い
て
は
、
次
回
号
の
「
広

報
う
え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
星
斎
場
及
び

霊
き
ゅ
う
車
の

使
用
料
改
定

保
有宮健
線⑫予
② 4防
o 1課
7 0庶
2 0務
1内係

線

2 
8 
7 

大
星
斎
場
及
び
霊
き
ゅ
う
車
使
用
料

が
、
四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
正

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
斎
場
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

市
が
全
額
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
、
利

用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
霊
き
ゅ
う
車

使
用
料
の
み
御
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

斎
場
使
用
料

マ
十
歳
以
上
の
死
体
・
:
二
千
五
百
円
が

三
千
円
に

マ
十
歳
未
満
の
死
体
・
:
千
五
百
円
が
二

千
円
に

マ

死

防

・・
・
千
円
が
千
二
百
円
に

マ
胞
衣
・
:
五
百
円
が
六
百
円
に

霊
き
ゅ
う
車
使
用
料

マ
車
庫
か
ら
十
キ
ロ

μ
以
内
は
一

回
に

っ
き
四
千
円
が
五
千
円
に

マ
十
キ
ロ

幻
を
超
え
る
場
合
は
、
一
キ

ロ

μ
増
す
ご
と
の
加
算
額
が
百
二
十

円
か
ら
百
五
十
円
に

上
岡
市
森
林
組
合
の

作
業
員
を
募
集

上
田
市
森
林
組
合
事
務
所

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
2
5

有
線
②

0
7
5
1

〈
資
格
〉

昭
和
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
男
子
で
中
学
校
卒
業
程
度

〈
申
込
期
間
〉

四
月
五
日

ωか
ら
十
五
日
幽

〈
申
込
書
類
〉

履
歴
書
、
受
験
申
込
書
(
上
回
市
森

林
組
合
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)

〈
募
集
人
員
〉

若
干
名

〈
採
用
予
定
日
〉

五
月
一
日

〈
待
遇
〉

給
与
は
、
上
田
市
森
林
組
合
の
給
与

規
定
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、
身
分
保
障

制
度
も
あ
り
ま
す
。

納
税
証
明
手
数
料
が

変
わ
り
ま
す

収
税
課
管
理
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
4
1

納
税
証
明
手
数
料
が
市
税
規
則
の
制

定
に
よ
り
、
四
月
一
日
か
ら
、
そ
の
取

り
扱
い
を
「
税
目
毎
、
及
び
年
度
毎
に
一

枚
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
」
と
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
一
枚
当
り
の

手
数
料
単
価
百
円
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
中
小
企
業
融
資
あ

っ

せ
ん
申
し
込
み
ゃ
、
見
積
参
加
願
な
ど

の
よ
う
に
二
枚
目
、
三
枚
目
の
納
税
証

明
も
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
二
百
円

と
か
三
百
円
に
な
り
ま
す
の
で
、
御
了

承
く
だ
さ
い
。

母
親
学
級
の日

程
変
更

上
田
保
健
所

宮
⑮
1
2
6
0
内
線

2
3
4

上
田
保
健
所
で
は
、
今
ま
で
毎
月
実

施
し
て
い
ま
し
た
「
母
親
学
級
」
を
、

四
月
か
ら
偶
数
月
に
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

「
母
親
学
級
」
に
参
加
御
希
望
の
方

は
、
事
前
に
上
回
保
健
所
へ
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。



小
美
術
展
」
に
出
品
す
る
作
品
を
、
一
~

般
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。
戸

ふ

る

っ

て

御

応

募

く

だ

さ

い

。

~

搬
入
日
時
:
・
四
月
二
十
一
日
同
午
後
o

~

時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で
~

搬
入
場
所

・
上
田
市
総
合
展
示
館
ヤ

内

側

は

、

戸

籍

法

(

昭

和

二

十

二

年

出

品

料

・

:

二

千

円

~

法
律
第
二
二
問
号
)
第
五
条
第
二
項
の

内
容
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
市

総

定

に

よ

り

、

三

月

八

日

付

で

戸

籍

手

芸

(

日

本

画

、

洋

画

は

、

額

装

に

し

日

数

料

を

改

正

す

る

政

令

を

公

布

し

ま

し

て

、

す

ぐ

飾

れ

る

よ

う

に

し

て

出

品

~

た
。
こ

れ

に

よ

り

、

戸

籍

手

数

料

が

四

上

回

電

報

電

話

局

で

は

、

上

小

地

域

し

て

く

だ

さ

い

)

~

月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。
そ

の

主

の

代

表

者

の

皆

き

ん

か

ら

、

御

意

見

、

お

問

い

合

わ

ぜ

:

・

上

小

美

術

会

・

塩

沢

日

な

も

の

は

次

の

と

お

り

で

す

。

御

要

望

を

伺

う

た

め

、

昨

年

末

「

お

客

さ

ん

宮

⑫

3

6

2

4

~

マ
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
の
交
付
・
:
一
様
代
表
者
会
議
」

を

設

置

し

ま

し

た

。

な

お

、

上

小

美

術

展

は

、

四

月

二

十

~

通

に

つ

き

三

百

円

こ

れ

は

、

意

見

や

要

望

の

中

で

可

能

な

二

日

幽

か

ら

二

十

六

日

附

ま

で

、

上

田

市

マ
除
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
の
交
付
:
・
一
も
の
は
直
ち
に
事
業
活
動
や
サ
ー

ビ

ス

市

総

合

展

示
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
(
入
日

通

に

つ

き

五

百

円

の

向

上

に

反

映

さ

せ

、

い

っ

そ

う

親

し

場

料

、

大

人

二

百

円

、

学

生

百

円

、

小

~

マ
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
・
一
通
に
つ
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
「
町

の

電

話

局

」

上

小

美

術

会

で

は

、

次

に

よ

り

「

上

中

学

生

五

十

円

)

~

報

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J日

~
 

広

肋

U

、
、
。

~

一

一

切

e

、

、

}

怖

川

勝

ザ

州

側

引

れ

~

登

ま

れ

~

ま

さ

耐

~

寺

付

く

ゴ

門

「

で

り

)

の

~

時

だ

行

M
m
日

向

日

れ

い

山

田

υ

~

ま

守

階

士

~

3

UU

の

版

印

U

日

ま

刊

は

談

。

)

)

~

時

く

。

2

査

~

後

由

。

決

時

⑮

⑫

⑫

~

午

、

4

笹

相

寸

日

間

~

4

回

す

会

口

調

。

~

午

キ

す

、

官

官

官

E

~

m
巾
同

A
御

て

8

は

~

川

加

。
竹

町

雄

す

~

川

岬

門

M

1

弘

組

問

畑

山

主

主

~

時

ゴ

出

百

二

州

問

凶

孔

川

)

掛

船

時

一

4

談

相

、

お

の

n
一

一

郎

太

一

仰

す

だ

の

談

士

、

リ

~

前

土

の

り

さ

森

下

士

口

南

~

・

相

民

眠

、

次

、

第

一

博

~

午

ま

く

次

相

誓

釦

~

午

れ

次

)

庖

あ

だ

2

律

市

お

で

、

幽

階

博

~

の

い

談

、

制

民

法

樹

~

の

ま

、

開

国

が

一

バ

ん

ん

ん

ん

一

点

惜

比

例

初

日

目

何

時

崎

}

刷

ペ

側

日

川

同

司

御

~

刷

か

M
m
寸

糊

倒

れ

桝

限

目

~

毎

ま

方

予

で

談

月

M

U

寸

山

~

木

聞

に

談

月

役

一

~

月

つ

談

月

二

で

御

直
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机
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4

ニ
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毎
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4

ニ
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毎

相

4
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類
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川
畑
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句

法

で

と

と

7

匂

政
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だ 昭和58年 4月 1日一一一 (10)ー

き
二
百
円

マ
除
籍
記
載
事
項
証
明
書
・
:
一
通
に
つ

き
三
百
円

戸
籍
手
数
料
令

の
改
正

えつ

4月の登記等法律相談日

戸事 884号

4月の法律相談日

と
す
る
た
め
、
設
置
し
た
も
の
で
す
。

第
一
固
め
会
議
で
は
、
「
近
隣
市
町
村

の
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
は
同
一
料
金
に
な
ら

な
い
か
。
自
動
車
電
話
は
い
つ
ご
ろ
サ

ー
ビ
ス
開
始
と
な
る
の
か
。
ミ
ニ
フ
ァ

ク
ス
の
料
金
や
宣
伝
方
法
な
ど
に
つ
い

て
ど
う
か
:
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
会
識
は
、
二
十
名
の
委
員
で
構

成
さ
れ
、
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

上
小
美
術
展
の

作
品
を
募
集

4月の行政相談日

絶対にやめてください

3月8自の夜か ら9臼の朝にかけて、原町の公衆便所が、心ない

人によってスプレーで壁に文字を警かれたり、大便所の戸の一部が

こわされました。

公衆便所は、大勢の人が使用するわけですから、いつも清潔に使

用することはもちろんのこと、絶対にこのようなことをしないょっ

にお願いします。

御
寄
付
お
礼
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4月の
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とニろ

担当弁護

守¥884号~

働く婦人の家では 、昨年から内谷を より充実し 4

次のとおり婦人教室を計画しました。十干さん}j.Aい
合って御参加ください。

対象者 一市内に住んでいるか市内の 1'.業所に勤め

ている婦人で、全講座初心者に限ります

受 講 料 ・・無料(ただし、テキスト代、材料代は実質

申込方法...4月17日(円)午前 9時から 、米館のヲえテ

キストイ℃などを添え て、 お申 し込み <t~. 
さい。

1人 2講座ま で申し込め ます。

締め切り ・ー先着順により、定員にな り次第締め切リ

ます。

婦人教室の受講生を募集

だえつー (11)一一一 昭和58年 4月 1日 広 報

働く婦人の家

毎月第

政相談を

4月の

と きい

ところ・・・

日常の

委員さ ん

清水

宮下

位り11

毎月第

法律相裁

で、お会L

4月の

とき

とニろ

アドパイ

フラワー・デザイン教室で受講する皆さん

講座名 回数 ・曜日 時 間 ~'I~ 師 定員 材料代 内 主妥 予 { 疋

11回第 1・3月曜日 午後 (栄主主土)
人 1回

料 理
( 5月一 11月) 6 : 00-8 : 00 岩崎敬子さん

28 
400円くらい

1回 3品科'.1支

簸 編
11回第 1・3月曜日 午後 (篠制品師)

25 
藤つる

果物かこ 、J1flなど
( 5月-11月) 6 : 00-8 : 00 藤森すみ子 さん 2，500円

手 編
11回第 2・4月曜日 午後 (手削教室)

25 
基礎編用編棒 基礎制

( 5月一 11月) 6 : 00-8 : 00 山 浦源子 さん 毛糸 1，000円 ホームカノえ一、へス トなど

毛筆習字
15回第 2・4月曜日 午後 ( ~巡講師 )

40 
テキストイt

楢書、行市
( 5月一 12月) 6 :00-8 :00 小井主 三 郎 さん 600円くらい

生 花
12回第 1・3月曜日 午後 (草 月流)

25 
( 1杯650円)

基本才EEJ
( 5月 -12月) 6 : 00-8 : 00 土屋幸子 さん 前期分3，900円

はり品会
6回第 1・3木曜日 午後 (はリ車主講師i)

30 2，500円 色紙10枚れJ主
( 5月 -7月) 6 : 00-8 : 00 大滝直子さん

着 イす
9回第 2・4木曜日 午後 (装道活物教室)

30 な し
ふだん着、外出者

( 5月 -10月) 6 :00-8 : 00 福島佳子さん 半幅帯、 名古屋帝のしめ方

茶 道
12回第 2・4金曜日 午後 (表 千家)

25 
抹茶、菓子代

茶道の基礎知識
( 5月 -10月 ) 6 :00-8 :00 山 i甫 きと子・さん 2，000円

フラワー・ 6回第 2・4金曜日 午後 (フラワー デザイ十一)
マーカ、、レッ トはか 4組

デザイン ( 5月 -7月) 6 : 00-8 : 00 石川美和子さん
30 3，000円

木目込人形 11回第 2・4金曜日 午後 (手袋"Yif，iji)
25 4，000円

木目込人形 1

押し絵 ( 5月 -11月) 6 : 00-8 :00 伊 倉 光子さん 押し絵 1 

郷土の 6回第 1・3土曜日 午後 (郷土のてま り教室)
25 テて2キま.0スり00 2ト円fイ固t てまり 2伺

てまり ( 5月 -7月) 1 :30-3 :30 上原 トシ子 さん
一

木 周5
11回第 1・3土曜日 午後 (u県良美迎合会)

30 3，000円くらい 基本彫、壁掛ほか
( 5月 -11月) 1 : 30-3 : 30 掛 川 忠夫九

i羊裁 11回第 2・4土曜日 午後 (洋f/i.必師)
25 

型紙代ほか 型紙の取り 万

リフォーム ( 5月-11月) 1 : 30-3 : 30 小 林鹿子 さん 1，000円 スカート、 へス トなど ー

.に

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い

御
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

マ
上
田
少
年
硬
式
野
球
連
盟
様

百
万

円

中

之
条
緑
地
グ
ラ
ン
ド
復
旧
事
業

の
一
部
に

マ
戸
田
愛
子
様

(中
央

東

)

五

千

円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
柳
沢
精
治
様

(
横
浜
市
)
五
万
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
柳
沢
加
賀
棟

(
倉
升
)
三
百
五
十

万
円

報
恩
寮
施
設
整
備
費
と
し
て

マ
上
回
少
年
硬
式
野
球
連
盟
樟

七
万

八
千
九
百
十
一

円

児
童
福
祉
関
係
資

金
と
し
て

マ
宮
下
喜
市
様

(

繰

が

丘

二

額

一

架
庁
内
掲
額
用
と
し
て

マ
志
村
儀
亥
知
様

(
新
宿
区
)
十
万

円

上
回
築
城
四
百
年
祭
記
念
事
業
に

マ

細

川

泉

棟

(
中
央
四
)
二
万
三

千
円
老
人
福
祉
活
動
等
基
金
と
し
て

マ
小
宮
山
幸
男
樟

(
中
央
六
)
一
万

円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
仙
川
亭
樟

二
万
二
千
百
一
円
社

会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

一
万
円
社
会
福
祉
基
金

の
柏
立
金
と
し
て

マ

匿

名

二
千
円

の
和
立
金
と
し
て

社
会
福
祉
基
金



次
の
符
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

沌
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

持
拡
チ
依
子
さ
ん

(
常
国
二
丁
目
)

田
中
ハ
ル
ノ
さ
ん

(
常
国
三
丁
目
)

沌
津
長
久
こ
さ
ん

林

作

術

さ

ん

金
井
古
新
さ
ん

(常
閉
二
丁
目
)

黒
崎
誠
平
さ
ん

宮
下
哲
之
助
さ
ん

だ 昭和58年 4月 1日一一一一(12)-えつ広報

月16日

(
二
月
二
十
八
日
現
在
)

上
常
国

上
常
国

L
K
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EFν

エ
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御

所

上
常
田

中
吉
田

み
す
ず
ム
口
南

小
川
〈
ユ
子
さ
ん

(
中
央
五
丁
目
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驚
藤
利
治
さ
ん

浅
野
陸
子
さ
ん

(

中

央

一

丁

目

)

本

町

滝

湾

重

雄

さ

ん

下

塩

尻

中

津

ち
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き

ん

三

好

町

福

津

熊

次

郎

さ

ん

舞

田

高

速

泰

助

さ

ん

下
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尻

辰

野

友

衛

さ

ん

院

内

埴

モ

る

さ

ん

緑

が

丘

北

滝
湾
近
二
き
ん

(
常
磐
城
二
丁
目
)
新
町

成
淳
一
郎
さ
ん

(
緑
が
丘
三
丁
目
)
緑
が
丘
西

上
原
モ
る
じ
さ
ん

(
常
国
二
丁
目
)

北
常
国

高
橋
道
久
さ
ん

(
常
磐
城
五
丁
目
)
城

北

窪

田

久

弥

さ

ん

諏

訪

形

七
四

七五六
八八七

七八七
四一五

⑩ 

4月は保険料の納期月
4月は、新年度最初の保険料納期月です。

引をは必ずやってき ます。老後の生活安定を

図るためにも、 お忘れなくお納めくださし、。

国民年金保険料は 4月から次のように引き

上げられました。(59年まで毎年保険料を少

しずつ引き上げることが決められています)

定額保険料 月額5，830円 (LTU，660円

付加保険料 月額6，230円み斜子460円

口
す

上
房
山

山

口

「前納」扱いは4月30日までに
l年分(4月か ら翌年 3月まで)の保険料

をまとめて納める「前納」制度は、保険料が

1，690円割り引きになります。前納を希望さ

れるかたは、 4月中にお納めください。

(領収印の確認もお忘れなく)

四
八

七
三

中
侮
孝
夫
さ
ん

(
中
央
四
丁
目
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寺
田
芳
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さ
ん

(
天
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丁
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南
天
神
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近
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志
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き
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(
常
国
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目
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常
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光
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常
国
二
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目
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下
常
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田
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リ
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き
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中
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二
丁
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材
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工
藤
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右
衛
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さ
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中
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丁
目
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下
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原
柳
町

羽

場

冨

さ

ん

浦

野

唐

沢

平

大

門

き

ん

大

屋

矢
嶋
英
治
さ
ん

(
常
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七

八
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七
八

八
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六
五

六
八

八
九

七七
七一

57年度分は完納してますか
昭和57年度の納付書を使つての保険料納

付は、 4月中でしたらどこの金融機関・農

協でも取り扱います。

5月1日以降は旧年度の納付書は使えな

(炉)、別!の納付書(社会保険事務所発行

のもの)で指定されたところへ納めなけれ

ばなりませんので御注意ください

〈国保年金課年金係官⑫4100

内線284・有線②0711>
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